










そして同時に苦難にも乗 りこえ強 く生きる心の自立性を育みたいと考える｡ 幼児期は認知
















きる｣ ｢まだ不十分｣の3段階にて回答をえた｡ 4-5歳児を中心に ｢きちんとできる｣
と ｢まだ不十分｣の割合について特に17項 目をとりだ し検討 した｡
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表 1-1 基本的生活習慣 ･運動発達 (微細運動)状況
項 目 きちんとできる まだ不十分
4歳 5歳 4歳 5歳
スプーンでこぼさず 男 76.6% 89.2% 1.7% 0%
食べる 女 88.4 93.7 0 0
スプーンと茶碗を両手で 男 73.3 91.0 1.7 0
使う 女 82.6 89.5 1.9 2.1
服の着脱 男 83.3 94.6 0 0
女 85.6 100.0 1.9
小さいボタンをかける 男 78.3 91.0 0 0
女 82.6 97.9
顔を洗ってタオルでふ く 男 80.0 83.9 3.3 0
女 80.7 93.7 1.9
ひとりで歯を磨 く 男 70.0 69.6 3.3 0
女 69.2 83.3 1.9
入浴のとき体を洗う 男 60.0 71.4 6.7 3.6
女 71.1 91.6 5.8 0
タオルを絞る 男 38.4 68.0 13.3 1.7
女 46.3 77.1 15.3 0
正 しいはしのもち方 男 41.7 53.6 13.3 12.5
女 42.4 72.9 ll.5 4.2
爪を切る 男 3.3 16.0 81.6 73.2
女 7.6 35.4 73.0 43.7
正方形を措 く 男 55.0 75.0 3.3 3.6
女 67.3 81.2 7.7 0
三角形を描 く 男 78.3 87.5 0 0
女 80.7 85.4 1.9
はさみで紙を真っ直 ぐ 男 61.8 78.7 1.6 1.7
切る 女 69.3 79.2 3.8 0
はさみで形を切り抜 く 男 40.0 55.5 5.0 1.7
女 46.3 79.3 7.6 2.0
はさみで厚紙を切る 男 25.0 48.3 20.0 10.2
女 36.7 64.7 15.3 6.2
ひもをかた結びする 男 18.4 50.0 53.3 21.4
女 63.5 75.0 15.4 6.3




特に食事 ･衣服の着脱 ･清潔に関 した10項目をとりあげた｡4歳から5歳にかけて ｢き
ちんとできる｣割合は発達に伴い当然高 くなり, ｢まだ不十分｣の割合は殆 どない,
あるいは非常に少なく,目安の 5歳にはほぼ自立できているのは8項目においてみら
れた｡ しか し5歳児において ｢きちんとできている｣割合には性差がみ られ ｢入浴の
時体を洗 う｣や ｢ひとりで歯を磨 く｣項 目にかなりみられている｡
一万5歳児において も ｢まだ不十分｣の割合が若干高い項目は, ｢正 しいはしの持
ち方｣である｡男児で ｢まだ不十分｣が 1割強みられ, ｢きちんとできている｣割合
も53.6%とほぼ半数の子 どもであり,一方女児は ｢きちんとできている｣割合は72.9
%と性差がかなりみられている｡ さらに ｢爪を切る｣では5歳児においての自立は ｢ま
だ不十分｣の割合は大変高 く,男児で73.2%,女児の43.7%と性差 も大きくみられてお
り, これは児童期に至 って自立する項目といえる (表 ト 1)0
b.微細連動に関する項 目
手先を使う微細運動に関 した 7項 目をとりあげた｡ 5歳児において ｢まだ不十分｣








ちんとできる｣割合は高 くなり, ｢大体できる｣割合を加えると項 目の殆 どが到達 し
ている｡ 性差が若干みられてお り, ｢上手投げでボールを投げる｣は男児の方が,一
方 ｢ぶらんこを立 ってこぐ｣は女児の方に割合は高 くみられている (表 1-2)0
表 1-2 運動発達 (全身運動)状況
項 目 き ち ん と で き る4歳 5歳 4歳 5歳
男 女 男 女
片足で立つ 88.3% 78.8% 92.8% 95.8%
片足でケンケンをする 80.0 86.4 85.7 95.8
上手投げボールを投げる 78.3 63.4 89.2 75.0
でんぐり返 しをする 85.0 86.5 94.6 93.7
スキップをする 71.7 80.9 82.2 89.6
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表 2- 1 家庭で意識的にしつけている (しつけた)もの (3-5歳児)
一微細運動(手先の器用 さ)を養 うもの-
(%)(複数回答)
内 容 男 女 計
小 さいボタンをかける
正 しいは しの もち方をする
はさみで形を切 り抜 く









































































けた)割合の多い項 目順に,そして上位 8位までについては番号を記 している (表
2-1)｡ 特にボタンかけ,は しのもち方､はさみの使用が上位 3位にある｡
b. ｢その他｣の自由記述の具体的内容について (人数)
26項 目以外に家庭で意識的に努力 している (または努力 した)内容である｡
･豆 (小さな菓子)をつまむ,は しでつかんで ビンに入れる (5) ･ブロック (3)
･ジグソーパズル (3) ･紐とおし, ビーズとおし (3) ･折 り紙 (3) ･粘土 (1)
･プラモデル (1) ･ちぎり絵 (1) ･工作 (1) ･あやとり (1)計22名である｡
表 2-2 家庭で意識的にしつけている (しつけた)もの (3-5歳児)
一連動機能(全身運動 )の発達 につながるもの-
(%) (複数回答)
内 容 男 女 計
でん ぐり返 しをす る
三絵車を こぐ
上手投 げでボールを投 げる
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(2)運動機能の発達につながるもの
a.全身運動に関連する12項目について,特に意識 してとりくんだ割合の多い項目順に,
そして上位 6位までについて番号を記 している｡特にでんぐり返 し,三輪車のり,
ボール投げが上位 3位にある (表 2-2)0
b. ｢その他｣の自由記述の具体的内容について (人数)
12項目以外に家庭で意識的に努力 している (または過去に努力 した)内容である｡
･公園の遊具で遊ぶ (アスレチック, ジャングルジム等) (9) ･ボール遊び (投げ
る,蹴る,うける) (8) ･なわとび (6) ･サッカー (5) ･かけっこ, ジョギ
ング (4) ･体操教室 (4) ･野球 (3) ･高い所から跳ぶ (3) ･山登 り (2)
･バ ドミントン (2) ･よく歩 く (2) ･跳び箱 (1) ･鉄棒 (1)





天気の日は外で遊ぶ｡外で伸び伸び遊ばせる｡体を思いっきり動か し仲良 く友達 と外
で遊ぶ｡戸外で走 り回ったり,縄跳びやポールで遊ばせる.公園等に行き,アスレチッ
ク広場で全身を使 って運動をさせる｡テレビやファミコンを出来るだけ避けて,思いっ







外遊びの場合 :走 り回る,なわとび,ボ-ル遊び,抄 ･どろ ･水遊び,自転車のり,
サッカー,野球,バ ドミン トン,アスレチック, ドッチボール,等










C.遊具の与え方 ･環境づ くりに関すること (27)



























外に連れ出す回数をふや し,公園や空き地などで遊びを工夫 して楽 しめる機会をつ
くっている｡新聞紙 ･チラシ ･箱等,身近なものを使 って一緒に絵をかいたり物を
つ くったりしている,家族全員でゲームを したり運動を したりして一緒に何かをす
る時間をつ くっている｡家族の休みが重なった折 りは野外にできるだけ連れ出 し皆
で遊ぶようにしている｡ おもちゃがなくても公園などで木の枝や葉 っぱとか使 って
一緒に遊ぶ工夫をする｡ 子 どもが興味を覚えたらなるべ くそれに協力する｡ボール
遊び等,正 しい投げ方,蹴 り方を教える｡自転車に乗れるように乗り方を教えてい
る｡ボールけりや野球等上手になるよう父親と遊んでいる.休みの日は外で家族で
遊ぶ｡テ レビゲームやビデオ等が多 くなるので,できるだけ トランプや将棋など一
緒にするようにしている,等 (21)0
ロ.自然遊び (8) :休 日は必ず自然の中へ遊びに連れて行 く｡ 山 ･川 ･海に連れて
行き自然の中で遊ばせる｡ 自然のものを使い創意工夫 して遊べるように (虫,土,
水,草花)親子で楽 しむ,等｡
ハ.本の読み聞かせ (16) :親子で絵本を読む｡夜のひと時を絵本の読み聞かせで過ご
している｡ 本に親 しむ,見る環境をつ くる,等｡
e.社会性 ･ルールに関すること (ll) :お友達 と遊ぶ時のルールや公共の場所で遊ぶ時
のマナーを覚えさせる｡自分の我を通 さず協調性を もつようにと言い聞かせている｡
友達に手を上げないように仲良 く遊ぶ｡伸び伸びと遊びながら,最低限のルールがあ
ることを教える｡順番を守 った り自分の持 ち物をか してあげたり,ゆず りあって使う
ように,等｡
f.健康 ･安全に関すること (ll) :けがや事故にいたらないように遊び方を教えている｡










わかるやさしい子 とも｡自分より小さい子,弱い子には力を使わず優 しくする｡ 兄弟





いる｡ 子どもに対 して過干渉または過保護にならないよう気をつけている｡ 子 どもの
話に耳を傾けるよう努めている｡ 素直で明るい子になるように子どもとたくさんお話
ができるよう心かけている｡人格を持 った人間として扱 うよう気をつけている｡ ｢子
どもの心理｣に関 しての本等読み,子 どもの気持ちを少 しでも分かるよう努力 してい
る｡ 子どもとの時間を一 日一回は必ず持つようにスキンシップを心かけている｡子 ど
もと話す時は,目をみて話 したり返事をするようにしている｡両親の育児についての
考えを合わせる,等｡
d･後かたづけに関すること (21) :遊びの後の後かたづけも遊びの延長として楽 しくさ
せている｡ 自分で後かたづけができるようにかたづける場所を決めている,等｡





て嫌なことは人にしない ｡ 他人に迷惑をかけない ｡ 兄には尊敬 し妹には思いやりをも
つ子どもになってほしい｡自分が人に悪いことをしたときはす ぐにあやまるように注
意 している｡ 人に迷惑をかけることが,わかる行動はしないように言っている｡遊び
にいった時の帰宅時間を守 らせる｡ 約束 したことは守る,等｡




h.親子の体験に関すること (14) :親 も子どもも共に喜びや感動をわかちあえるように
いろんなことを経験する｡ 父親 とのコミュニケーションを十分とってほしいと願 って
いるので,父親がいる時は父親とかかわらせるように心掛けている｡父親を参加 させ
夫婦仲良 く,常に子 どもとは笑顔で接する｡ 身のまわりの自然や事物に対する感受性
を大切にするよう親子で散策する｡ 家族の緋を強める事をみんなで行 う｡家事に関心
があるので遊び感覚でお手伝いを してもらう,等｡















くの親たちは共通 して ｢仲良 く友達と思いっきり外遊びを好み,協調性や人への思いやり,
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